MITSUB 吃 HI 


兰菱オーブンレンジ（家庭用) 
お名 R0-MD2 
おお説日目書/メニコー集 



•この商品には、才ートパワーオフ（待機時消費電カゼロ）びついていまず。 

使っていないときは、自動のに電源び切れる機能でず。ドアを開けると、電源び入りまず。 


参ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しく安全にお使いください。 
•保証書は「お買上げ曰•販売店名」などの記入を確かめて、販売店からお受取りください。 
•取扱説明書と保証書は大切に保存してください。 
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I とりけし•の I 


月な臭 今34ぺージ 

. 使い初めのカラ焼さ 
-庫内の臭いび気に 
なるとさ 


[ 


•手動でのあたためのとさ 
時間を合わせまず 


レン み’ <600 W . 200 W > ♦ sg ぺージ 


♦手動での あたためやお料理のとき 
時間を合わせます 
1回押し： 6日日 W 
• 肉まん/のあたため 
(約己0秒〜1分）など 
2回押し： 200 W 
•煮込み料理、解凍など 


ミルク•酒かん (自動）今 2 4ページ 


参 牛乳のあたためや酒かんのとさ 
• 牛乳、酒かん1〜4杯 


サクッとフライ（自動） 


吟2已ページ 


►調理済みのフライなどをヴクッと仕上げるとさ 
丸 m に直接のせまず（アル S ホイルは使えない） 


C 


> グラタンなど表面にこげ目を 
つけるとさ 
時間を合わせます 


♦オーブン 料理をずるとさ 
温度と時間を合わせまず 
* 予熱が必要なとさは、2回押します 
* パン生地の発酵は r 発酵4〇で」 
に合わせまず 


•メ ニュー集記載の料理が自動 
ででさまず 

1グラタン 2ピザ 3焼きもち 
4茶わんむし 5肉じゃが 
6温泉たまご 7スポンジケーキ 
8 クッキー 9 ヘルシーフライ 


•自動で あたためるとき 
1回巧し：常温-:令蔵品 
•カレー、野菜炒めはラップをする 
吕回巧し：冷凍品 
• を凍ごはんなど 
※牛乳やミ酉かん は吉 ルク-ミ酉かん で 


•生の 野栗をゆでるとき 

洗ってラップに包み、丸皿に直 
接のせます（容器は使わない） 

1回巧し：葉•巧 • 果菜 

• ブ□ッコリー、ほうれん草など 
2回巧し：根菜など 

• じやがいち、かぼちゃなど 


•さしみ や肉を角をましたいとき 
ラップをはずしスチ□—ルトレー 
のまま解ずします 
1回巧し：さしみ-魚介類 
•まぐろ、えびなど 
吕回巧し：全解凍（肉類） 
•薄切り肉、ひき肉など 


参 食八ンを I ストずるとさ 
丸皿をはずして焼きアミを 
使いまず 
1回巧し：1枚 
吕回巧し： 2枚 
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オート八ワ ー オフ 



才ートパワーオフとは、自動的に電源が切れ、 待! 

• 電源プラグを差込んだだけでは電源は入りません。 
(キーを押してち受付けません） 

ドアを開けると電源が入りまず。 

幾時消費電力をゼ □にず る省エネ機能でず。 

• 調理終了後、 5 分すざると電源び切れます。 

• また、ドアを閉めてから 5 分間使わないと電源 
び切れます。 

すぐ切りたいときは、 とりけし•切を 巧します。 

0 

ドアを開けてか5 
操作をしてください。 

電源び入ると 
表お部は「日」を表示。 

' _ _.一— N 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 

才 


かんたん操作ガイド 


手動で加熱ずる場合の時間のめやず 42ページ 


I — トメニ: I — 自動吵26〜28ぺージ 


ゆでもの （自動） 今 22 ぺージ 


才ーブン ■► SI .32 ぺージ 


解巧（自動） 


今20ページ 


両面ク U J レ 吟30ぺージ 


蘇—じ—が ( S ®) *19 ペ-ジ 


MITSUBISHI 


スピー ドレジみ <1000 W > 今29ぺージ 


參還1還還 


2 


ご使用の手順もくじ 


n 


安全のために必ず 
お守りくださいを読む 

今4ページ 


I お使いになる際に、必ず守って 
いただをたいことび記載してあ 
ります。 


且 


設置場所を確認して、 
アースを取付ける 

今日、 4ページ 


I 正しい設置場所に本体を置さ、 
アースを確実に取付けて<ださ 
し、。 


0 電源プラグを差込み、 
ドアを開閉して 
電源を入れる 

今2ページ 

•オートパワーオフ（待機時消費電 
カゼ □) 機能びついています。 


□ 


カラ焼きをする 


今13ページ 
庫内の油を焼さ切っておさます。 


これで、調理がでをます。 


ぺージ 

オートパワーオフ（待機時消費電カゼロ）……2 

かんたん操作ガイド . 2 

ご使用の手順 . 3 

安全のために必ずお守りください . 4〜8 

加熱のしくみ . 9 

各部のなまえ . 1日〜13 

準備（カラ焼さ） . 13 

音量調節/出し忘れお知らせ . 14 

使える容器.使えない容器 . 15 


自動調理 


あたため（常温-:令蔵品） . 

あたため G 令凍品） . 

スピード I -- スト/;令凍 I -- スト……- 

解凍 . 

ゆでちの . 

ミルク-ミ酉かん . 

ヴクッとフライ . 

才ートメニュー 

1.グラタン- 2.ピザ- 3.焼きちち 
4.茶わんむし- 5.肉じやが- 7.スポンジケーキ’ 

8.クッキー. 9.ヘルシーフライ .26-27 

日.温泉たまご . 28 


16〜17 
……18 
……19 
20〜21 
の〜23 
……24 
……25 


手動調理 


スピードレンジ riooowj /レンジ reoowj に加 w 」 

. 29 

両面グリル（ヒーター加熱） . 30 

才ーブン/発酵（ヒーター加熱） . 31〜33 


お手入れ/脱臭/重量センサーの0グラム調節…… 34-35 

お料理がラまくできないとさ . 36〜37 

故障かな？と思ったら . 38〜39 

保証とアフターヴービス . 40〜41 

手動で加熱する場合の時間のめやす . 42 

仕様 . 裏表紙 


戸 - 

-^ 

メニュー集 . 

. 43〜63 

メニュー集もくじ . 

. 43 
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ご使用の前に 


使い方 


こんなときは メニユ I 集 


3 





































































































■本文中の図記号の意味は次のとおりです。 


(本体表示） 



1 禁止 

ア-ス線接続 


1 分解禁止 

指ホにしたびう 

€) 

1 接軸禁止 

^電源プラグを巧く 




分解-修理-改造はしない 


fill, ® 

感電•発火-けがの原因 

* 修理は、お買上げの販売店または r 兰 
菱電機修理窓□-ご相談窓□」にご 
相談ください。 


吸-排気□やすき間*巧などに 
ピン*針金*金属物など、 

異物を入れない グ、 

Q 

> 禁止 

感電-けがの原因 

* 異物び入ったときは、電源プラグを 
抜いて、お買上げの販売店または 
「兰菱電機修理窓□-ご相談窓□」 
にご相談ください。 


/!\ま意 

底！！ 

AS 

A iS 


A 警告 


f アースを確実に取付ける 

〇 

アース 線接続 

故障-漏電のときに感電の原因 

アース端モつきコンセントがある 

アース端テつきコンセントびない 1 

アース線の先端の皮をむ ^严 
いて、アース端子に確実 r ^ 
に固定する。 

っ お買上げの販売店にアースエ事（□種接地 

W 工事）をご相談ください。 

^ アースエ事は「電気工事±」の資格が必要 

です。 

\ 

• ガス管、水道管、避雷針、電話線のアース 
線には接続しない。 

感電•爆発•引火の原因 J 


まをのために化ずお守り <ださい 


■誤った取扱いをしたとさに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。 


A 危険 

誤った取扱いをしたとさに、死 t や重傷に結びつくちの 

A 警告 

誤った取扱いをしたとさに、死 t や重傷に結びつく可能性びあるちの 

A を意 

誤った取扱いをしたとさに、傷害または家屋•家財などの損害に結びつくちの 


まをのために化ずお守りください 


A 警告 


お子さまだけで使わせない 
幼巧の手の届くところで使わない 

r みが Q 

やけど-感電-けがの原因 


熱に弱し、物を近づけない 




禁止 


Q 


• たたみ、じゅラたん、;令蔵庫、禁止 
テーブルク□スなどの上に置かない。 
•燃えやすい物、力ーテン、スプレー吿 
などを近づけない。 

ヒーター加熱時の高温で义災-破裂の原因 


電源コード-プラグを傷つけない 




傷んだ電源コード*プラグや 
差込みのゆるいコンセントは使わない 


P 


重し、物をのせたり、巧ったり、束ねたり 
すると、破損して感電-発火の原因 


% 


0 

使用禁止 


感電•ショート-発火の原因 


調理中に電源プラグを巧差ししないお手入れのとをは電源プラグを巧く 


妄お 



Q 

禁止 



C 

プラグを巧く 


感電-火災の原因 

電源は交流1 00 V で定格1 5 A 切上の 
コンセントを単独で使う 


• お手入れは本体び冷めてから行ラ。 
• めれた手で抜差ししない。 

感電-けがの原因 

電源プラグの刃および 
刃の取付面のほこりをとる 


Lyx 


〇 

コンセントの 
単独使用 


他の器具と併用したり、机や家具のコン 
セント、延長コードを使ラと、異常発熱 
して発义-火災の原因 



〇 

ほこりをとる 


ほこりが付着していると、乂災の原因 


ご使用の一刖に まをのために化ずお守りくださ5 



























































まをのために化ずお守りください（つづを) 


A 注意 


庫内の包装材は、使用前に取出す 

〇 


包装材は取る 


焦げ-変形-発义を防ぐため 


吸気口 -排気口をふさがない 


* 吸気 □• 排気□は 
10ページを参照 


义災の原因 



Q 

禁止 


が 


水平で丈夫な場所に置く 

〇 

水平な 
場所に置く 

電源コードを排気口や 

Q 

近づけ禁止 

振動-騒音を防ぐため 

温度の局い部分1し 
近づけない 

* 置台は壁に固定することをおすすめします。 



4 輪キャスター付を置台は不安定なためお 



すすめでさません。 


感電-义災の原因 



ま 

ミ 

の 

た 

め 

に 

化 

ず 

お 

守 

D 

< 

だ 

さ 

い 


义気の近くや水のかかるところに 
置かない 



0 

禁止 


感電 • 漏電の原因 


電源プラグを持って巧く 


電源コードを持って 
引さ抜くと感電- 
シヨー ト-発义の原因 


〇 

プラグを持つ 


壁との間をあける 

長期間使わないとさは、 A 

•排気び壁に直接あたらないように据付ける。 

電源プラグをく 

過熱による発义の原因 

プラグを损く 

•窓ガラスの場合、排気口 （10 ぺージ参照）と 


20 cm が上離す。 

絶縁劣化による感電- 

温度差で割れる原因 

^ r WW 

漏電乂災を防ぐため 

1 J ±20 帥！ん h 間赢ブる 

お手入れは本体が 

1 '7''^ 若ろ 10011 な上 

をめてか日行う V 

ち 5 Miy 上 ん/ ち 5 011 li (上 

本体を冷ます 

天面、背面、左ち側面のうち 1 面を開放する。 


日面を囲む設置はしない。 


* 上記寸法を離してを、調理物の油や蒸気で、 


壁び巧れたり、結露することびあります。 

やけどを防ぐため 


本体の上に物を 


食品カス•油*煮汁をつけたまま 

置かない 

0 

禁止 

放置したり、加熱しない 

•付着したときは、必ずふさ取る。 Srr 
(特にち側面の電波出□、ドア、ラッチ、庫内） 

加熱しすぎて、変形•焦げ- 


乂巧•発煙•発乂-故障-サビの原因 

発乂の原因 


吟「お手入れ」 35 ページ J 


6 


ご使用の前に 


Q 

禁止 


鮮度保持剤（脱酸素剤など）を 
入れたまま加熱しない 


発乂の原因 


ヒーター 加熱のとさ 


加熱中や加熱後しばらくは高温部 
(庫内.ドア•本体 • 天面*付属品 
など)に触れない 
ただし、操作パネルや 
ドア八ンドルはのぞく 

高温のため、やけどの原因 


接触禁止 


レンジ加熱のとき 

ビンのふたや检ははずず 

も 


•密封性の高いふたを ^ 

はずす。 

容器が破裂して、やけど-けがの原因 


〇 

ふたをはずす 


卵は割りほぐす 



割0ほぐす 


•ゆで卵や目玉焼をの 
あたためをしない。 

破裂して、やけど-けがの原因 

殻や膜のある物は、 

割れ目や切れ目を入れる 

例）ざんなん’栗’イカ’ソーセージ《ぶを 

殻や膜が破裂して、やけど-けがの原因 


〇 


ドアに物をはさんだまま使わない 


Q 


電波もれによる障害の原因 禁と 

ドアに無理な力を加えない 


本体が倒れ、 

けが-電波ちれの原因 


Q 

禁止 


飲み物や食品などを加熱しすざない 

•牛乳、生クリーム、粘りやミ由脂分の多い液 
体、コーヒー、お酒、水、ジュースなど 
突然沸とうして飛び散り(突沸)、やけどの原因 
* 加熱前にスプーンなどでかさ混ぜる。 

* 加熱しすざたとさは、少し時間をおいて 
取出す。 


I 少量、干物、スナック菓子など 
発煙-発义の原因 
* 加熱中はそばを離れない 


Q 

禁止 


焼をア S の上で、バター、ジャムを 
塗ったパンを焼かない 

油脂などが底面に落ち、発义の原因 


焼さア S で肉や魚を焼くとさは、’ 
角皿の上に焼をアミをのせる1 


Q 

禁止 


食品が燃え出した5、ドアを開けない 

ドアを開けると空気が入り、义勢を増す原因 

1 . とりけし- 切を 巧して、電源プラグを抜く。 

2. 本体から燃えやすし、物を遠ざけて、 

鎮义を待つ。 

/鎮义しないとさは、水か消义器 
\で消す。 

* そのまま使わずに、必ず販売店に 
点検を依頼してくださし、。 


0 

ドアを 

開けない 


調理 1 U 外の目的に使わない 


故障-発煙-発乂の原因 


Q 

禁止 


A 注意 



なる 
くす 
熱意、 
、まぶ 
はな引る 
をのとす 
とるす意 
す龄ずを 
出がはに因 
取とを熱源 
をこプの"？； 
器るッ気化 
客いラ蒸巧 


ご使用の一刖に まをのために化ずお守りくださ5 

































安をのために化ずお守りください（つづを) 


お願い 


をえやすい場所や 

蒸気*油のかかる場所に置かない 


本体が結露して、故障の原因 


テレビ‘ラジオ•アンテナもちを 
近づけない 


• 4 m 似上離す。 

画像の乱れ.雑音の原因 


ドアに衝撃を与えない 
加熱中、ドアに水をかけない 

• ドアは急;令したり、ぶつけたり、 
傷つけない。 

直後やその後の調理中に、 

ドアガラスが割れる原因 


付属品を落としたり、急をしない 


変形-ひび-欠け-割れる原因 


落雷のおそれがあるとをは、 

電源プラグをコンセントか！5巧く 


故障の原因 


使用するキーをまちびえない 


加熱しすざて、焦げ-発煙-発乂の原因 

• のみをのを あたためで 加熱しない。 

突然沸とラして飛び散り（突沸）、やけど 
の原因 


レンジ加熱のとき 

角皿、金属容器、金串、アルミホイ 
ルなどを使わない 

•アルミで加工したをの（紙やテープなど) 
や、金銀の模様のある容器を使わない。 

义巧•発煙•発义 • 故障-ドアの破損の原因 


宙詰、レトルト食品などは 
他の容器に移す 


义花•発煙•発义-破裂を防ぐため 

空のまま加熱しない 

少量や乾燥した物を加熱しすぎない 

• ル さく切つた根菜の少量加熱はしない。 

庫内やドアの内側が異常に熱くなり、 
やけど•义巧•発煙•発义-故障の原因 


丸皿にのせる分量は、容器の重さを 
含めて4 k 邑までにする 
重し、物は丸皿の中央にのせる 


I 故障を防ぐため _ J 


ヒーター 加熱のとき 

付属品の出し入れは、 

厚手のミトンや巧などを使い、 
両手でずる 


やけどを防ぐため 


調理後の付属品は、 

本体や熱に弱し、物の上に置かない 


L 変形.編ブの原因 


ごま用の：！刖こ まをのために化ずお守りください 


加熱のしくみ 


レンジ加熱 


電波で食品を内と外か！5同時に加熱 

電波び食品に当たると、食品の水分に吸収されて、水の分テにまさつ運動び起こります。 
その結ま、熱び発生して、食品は内側と外側から同時に加熱されます。 

(あたため、解凍、ゆでもの、ミルク■酒かん、スピードレンジ、レンジ キ ー) 

電波の性質 

吸収 透過 反射 


食品や水分に吸収されます。 



ガラス、陶器は通り巧けます。 



金属に当たると反射します。 
(レンジ加熱では使えません。义花の原因。） 


才ーブン 

上下 ヒーターで 包むよラに外側から加熱 

/才ー トメニユー「1.グラタン」「2.ピザ」 「3.、 
焼きもち」「目.温泉たまご J 「7.スポンジケー 
、丰」 「8.クッ丰一」、才ー ブン丰 一 j 

ケーキ、パンなどのお菓子をふつくら焼さ上げま 
す。 


ヒーター 加熱 


グリル 

高温の上下ヒーターで表面にこげめをつける 

/ スピード!-―スト、を凍卜ースト、 \ 
才ートメニュー「9 .ヘルシーフライ」、 
、両面 グ …レキー ノ 

こんびり焼さ目をつけます。 


ンビ加熱 (レンジ+ヒ-夕-) 


電波と ヒーターで 加熱 

(サクッとフライ、才ートメニュー「4 .茶わんむし」「5 .肉じやが」 キ ー) 


茶わんむしなどを 
早くしっとり加熱します。 


自動加熱のときのお願い <あたため、自動キ-、ォ-トメニュ- 


> 


•本書に記載されている、分量-材料-調理法で行ってください。 

(指定分量ソ外のときは、手動で様子を見なびら加熱してください。） 

•加熱終了後、加熱を追加するとさは、手動を使い、様子を見なびら行ってください。 


ご使用の一刖に 加熱のしくみ 
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る部のなまス 


ご 


I 


に 


1 


の 

な 

ま 

文 


柔 


本体前面 


ドア八ンドル 


上ヒーター (2 本) 

手前側の ヒーターは 
ホくなりません。 


電波出口 

2力所から電波び出る 
ツイン加熱。 


庫內な 

加熱中、庫内を 
照らす。 



強い衝撃を加えない。 
ガラス管の割れの原因。 



ミちれをつけたまま使わない。 

焦げ-义巧び出る原因。 

、 一 


操作パネル 
吟12ぺージ 



本体背面 



排気口 

両側面と 
背面上部にある。 
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アース線 


付属品 

® 必ず使5 〇 使える 乂 使わない 


付属品 

使いち 

加熱ち法 、 

レンジ 

オーブン 

グリル 

つンビ 

卜-スト 

回車 5 アミ 1 コ 

• 庫内底部の回転軸に差込む。 
•お手入れの時政外は、差込ん 
でお<。 

•はずすときは、；令めてから真 
っすぐ上に引き抜く。 

◎ 

◎ 

③ 

◎ 

◎ 

丸皿 1 コ 

(セラミック製） 

〇 

• 回転アミの上にのせる。 

•巧れたまま使わない。 

焦げつさ-変色の原因。 

•強い衝撃を加えない。 

ひび-欠け-割れる原因。 

• オーブン加熱中や加熱直後 
は、丸皿に直接触れない。 
やけどの原因。 

丸皿や食品を出し入れすると 
きは、ミトンや厚手の布など 
を使^ 

•食品は、ずらさずに持ち上げ 
て取出す。 

丸皿びはずれる原因。 

◎ 

〇 

〇 

◎ 

X 

焼きアミ 1 コ 

鄭 

•角皿にのせて使ラ。 （1 ス 
卜のときは、庫内に直接置く） 

焼きアミ 

角皿^— 

X 

〇 

〇 

X 

◎ 

舰 1 コ 

(ホー□—加工） 

〇 

•皿受け棚にのせる。 

* 急/令しない。変形の原因。 
調理によっても（:令たい物 
など）変形する場合びある。 
「変形の直しち」今35ページ 
•酸性の食品（レモン汁など） 
を使ラとさは、オーブンシー 
卜などをしく。 

変色を防ぐため。 

X 

〇 

〇 

X 

X 

アース 線 1 本 

•本体背面に取付けてある。「アースの取付けち」今4ページ 


取扱説明書/メニュー集（本書）1部 な証書1部 

V. _ y 

* オーブン•グ U ル調理時の角皿、丸皿の出し入れ用「持ち手」び別売品としてあります。 

馆 R 品コード： M18 316 180U) お買上げの販売店でお買ホめください。 

* 付属の丸皿を割ってしまったとさは、お買上げの販売店でお買ホめくださし、。 

付属の丸皿な外の皿は使わないでください。故障の原因。 


ご使用の前に 各部のなまえ(付属品) 
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操作パネル 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 


る 

部 

の 

な 

ま 

文 

i 


を 


あたためキー 

今1 日〜 18 ページ 
• 時間設定び不要。 


自動 キー 

吨1 日〜 25 ページ 
• 時間-温度設定び 
不要。 


脱臭キー 

今34ページ 
•初めにカラ焼さす 
るとき、庫内のに 
おいび気になると 
をに使つ。 


MITSUBISHI 


I 隊 1!11 麵 S 

ブリル発陳ま 

飄部 PPI 

圖 @<0分 



スピードレンジ 
-1000W- 


レンジ 

600W/200W 


両面ブリル 


すー ブン 

予辖友02度巧し 


温度‘仕上げり 

\/-/\ = 

時間 I 才-トメニ]- 

1 〇 


とりけし•の 


形名 


本体色•あ名により、キ 
一の色、イラストび一部 
異な0ますび、使い方は 
同じです。 


とりけし•切キー 

•キーを押し間違えたとさ、 
加熱をやめたいとさに使 
ラ。 

• 電源を切りたいときに使う。 


手動キー 

今2〇〜33ぺージ 
•料理に応じて温度-時間 
を設定して使つ。 


温度-仕上がりキー 

願 

•オーブンの とさ温度の設 
定に使 j 。 


を上が司 

•あたため、自動キー、オー 
トメニューの とさ、仕上 
びりの強弱を調節したい 
とをに使つ。 

•スタート後、20砂間だけ 
調節でをな。 

/间…加熱時間び約2割\ 
(弱め） 減る。 

固…加熱時間び約2割 
\(強め） 増える。 


ダイヤル 

圍 

•時間の設定に使ラ。 
tt-F メニュー I 

呼2 日〜 28 ページ 
• 時間-温度設定び不要。 


スタートキー 

® 加熱をスタートするとさ 
に巧す。 

•加熱の途中でドアを開け 
ると加熱は中断する。続 
けるとさはちラー度押す。 


♦自動メニューは、 あたため （2 メニュー)、 スピードトースト、をず卜ースト、解凍 （2 メニュー)、 ゆで 
もの （2 メニュー)、 ミルク•酒かん、ヴクッとフライ、才ートメニュー （9 品目、20 メニュ ー) の合計 

30 メニューです。 
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r 


表示部 

•加熱時間や選んだ機能、働い 
ている機能を表示します。 

<例> • レンジ ROOWJ で1分30秒。 



その他の表示 


<加熱表お> 


• 加熱時間び確定するまで表示する。 

( ちたため、'ルク-酒かん では、 ' 

i 加熱終了まで表示。 ‘ 

<エラー表お> 


• 使ラ付属品び間違っているとさに 
表示。 吟期ページ 

<故障まル> 


E0 


»故障したとき、 E 日、 P 日などを表示。 

今39ページ 

:「デモ」が表示されているときは、 
店頭展示用モードになっています。 
使用時は、デモを解除して<ださい。 

今39ページ 


準備 

カラ焼き） 

初めてのご使用前に必ずカラ焼きを/ 

• ヒーター加熱時の気になる臭いを抑えるため、 
最初に庫内の油を焼き切ります。 

•約10分で終了します。 

•a 陆 iiM 

煙やにおいが出ますび、故障ではありません。 

窓を開けるか、換気扇を回してください。 

1電源プラグをコンセントに差込み、 

I ドアを開ける 


ドアを開けると 
r 0」を表示。 


2 


回転アミを庫内の回転軸に差込み、 
ドアを閉める 


•福 M 

丸皿、包装材、燃えやすい紙 
などは必ず取る。 



3 


脱臭を 押す 

脱臭がスタート。 


み ン 


加熱表71^後、 

残り時間を表示。 


終了 終了前'巧 I る 

A 注意 

加熱中や加熱後は、高温部婚内-本体-天面 
回商アミなど)に軸れない。 

高温のため、やけどの原因。 


(お知らせ） 

カラ焼きをする前に調理をしても、食品には 影響 ありま 
せん。 


ご使用の一刖に 各部のなまえ(操作パネル)/準備 
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音量調節/出しちれお知 S せ 


便利機能 お好みで設定を変更してください。 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 


立 

墨 

調 

節 

/ 

出 

し 

ち 

れ 

お 

巧 

6 

せ 




I 加熱び終了すると、ブヴーび鳴ります。 

I 音量をかえたり、消すことびでさます。 

一 音量をかえる-音を消すとき 一^ 

表示部が「0」のとき、 

ドアを開けたまま、 

両面 グリルを 続けて3回押す 

設定終了ピッ措を消したときは鳴らない） 

巧すごとに、 

I — *■ 音量ル— >■ 鳴6ない— ► 音量標準 一 I 


をくり返す。 

* 切りかわると、2砂間「0」を点滅後、 
「0」を表おします。 


广お知己せ） 

電源プラグを巧いても記憶しています。 


便利機能 お好みで変更してください。 



•加熱終了後、食品をすぐに取出さない 
と、ブプーでお知らせする機能です。 
(出荷時は設定されてしなせん。） 


/—出しちれお知らせにずるとま 一 ^X 

表示部が「0」のとき、 

ドアを開けたまま、 

スター トを 続けて3回押す 

(ピッピッピーッと鳴る） 

* 切りかわると、2砂間「0」を点滅後、 

「0」を表示します。 

* 戻ずとさち同じ手順です。（ピッピッピッと鳴る） 


r 設定ずると] 

•加熱終了後、ドアを開けないと、1分ごとにブ 
ヴーが鳴ります。 （10 分間。表示部は「0」を表示 
します） 

• 鳴っているブザーを消'すときは、ドアを開けるか、 
とりけし •切を 巧します。 


广お知己せ） 

電源プラグを巧いても記憶しています。 
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* 耐熱温度は、容器 I し表 TJX されている家庭用品品質表710去の表术をご貴ぐたさし、。 
な質や耐熱温度びわからない容器は使わないでください。 
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使える容器-使えない容巧 


〇 使える X 使えない 


容器の種類 

レンジ加熱 

ヒーター加熱 

コンビ加熱 ^ 

(レンジ + ヒーター加熱） 

耐熱性ガラス容器 

r ?、 

* ただし、ひび、傷のある器を使ったり、急;令すると割れることがある。 

耐熱性のない 
ガラス容器 

国受 

•クリスタルガラス、カット ガラ^ 強イ も^' ラスなどを使えない。 

耐熱性 

プラスチック容器 

受 

•耐熱温度が14日む政上で、 
「電子レンジ使用可」の 
表示のある物び使える。 

* ただし、電波で変質する 
物、砂糖-油分のをい 
料理など、高温になる食 
品1しは使スない。 

C \^ 

* ただし、オーブン 作 旨定のものは使える。 

その他 

プラスチック容器 

廚善 

• 耐熱温度び140で未満の物、電波で変質する物を使えない。 

(例：スチ□-ル、ポリエチレン、メラミン、ユリア、フエノール樹脂など） 

* ただし、スチ□-ルトレーは 解凍の み使える。 

ラップ 

多 

•耐熱温度び 140° Cm 上 
の物が使える。 

* ただし、砂糖•油分の 
多い料理など、高温に 
なる食品には使えない。 

心 

文が ス 

X 

金属容器、金串、金網、 
アル5ホイルなど 

終 Q 

* ただし、アル=ホイ 
ルは電波を反射する 
性質を利用して部分 
的に使ラことびある。 
懈凍 など） 

* ただし、取っ手びフ 
ラスチックの物は使 
えない。 

X 

陶器、磁器 


©◎ 

* ただし、ひび、傷、金銀の模様、内側に色給のある器は、傷めたり、 

义巧が出るので使えない。 



漆器、 

竹•木•藤-紙製品 

I 錢拳 

•こげたり、塗0びはびれたり、ひび割れすることびある。 

* ただし、紙、楊枝、竹串などは料理によっては使ラことびある。 

J 


ご使用の前に ほえる客お•ほえない客お 








































常温-を蔵品の 

おたため (ごはんやおかずを自動であたためる） 



み'知5せ） 

加熱中など、ドア 
の内側がくちること 
びあります。 

ドアの内側に露がつ 
き、床にたれたとき 
は、巧でふいてくだ 
さい。 


• 食品の分量は約100〜如 Og です。 

• 出力1000 W のレンジ加熱です。 

• 冷ま品（をまごはんなど）は あたためを 2回巧してください。 

今18ページ 

•手動で加熱する場合の時間のめやす。今42ページ 


食品を入れる 

容器に入れて丸皿の中央にのせる。 
•就初〇 角皿ははずす。 



2 あたためを 巧す 


加熱がスタート。 



20砂後 




レンジ 


W. 


麵) 


•仕上がりの調節をしたいとき 

吟12ページ 

スタート後、2日砂政内に 温度-仕 

上げり 因 願め） または间 （強め) 

を選ぶ。 

加熱表示になる。 

残り時間は表示しない。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

•もっと熱くしたいとき 

レンジ 「 MOW 」 で様子を見なびら加熱する。 

•が風 M 

■ゆで卵や目玉焼きを作ったり、あたため直したりしない。 

破裂して、やけど-けがの原因。 

■市販のおべんとラは、ラップやふた、アルミホイルや別容 
器の調昧料は取除いてから加熱する。 

■丸皿が熱いときは、耐熱性のない容器やラップ包装した食 
品などをのせない。とけたり、変おの原因。 

■食品が少量り加旨未満）のときは、 レンジ 「 MOW 」 で様 
子を見ながら加熱する。 


使い方 


自讚理あたため(常温•を嵐品】 
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■牛乳-ミ酉かん 今-ル ク.酒かん （24 ページ） 

(あたためでは 沸騰したり、上手に加熱できない） 

■肉まん-あんまん-バン 今 レンジ rsoow 」 で様子を見ながら加熱する （42 ページ「あたため」) 
•肉まん、あんまんは水を振ってから加熱（あんが先に熱くなるのでを意する） 


使ラ容器は 

■食品の量にあった大きさの、陶磁器、耐熱性の容器を使う。 今 15ページ 
■容器の重さで仕上びり温度び変わる。 

容器び重いとき今 仕上がり 间 願め） 

容器び軽いとき今 仕上がり 间 （強め） で調節する。 

■密封性の高いふたは使わない。変形の原因。 

上手なあたためのコツ 

■食品は高さび均一になるように盛りつける。 

(食品び薄くて平らな物のときは、 レンジ rsoowj で様子を見なびら加熱する) 
■加熱の途中で、かさ混ぜや裏返しをする。 


ラップやふたをずるちの 


•しっとり仕上げたいとき 
•分量びをいとさ 

•あたためると飛び散って庫内びよご 
れるもののとさ（カレー等） 
•ラップは 

食品部はゆったりと、容器のふちは 
ぴったりおおラ。 

(ラップの破裂防止のため） 


野菜！):少め 
焼きそば 
野菜の煮ちの 



因 


カレー 
シチユ ー 

加熱後、混ぜる。 

焼さ魚 


ラップやふたをしないちの 


カラッと仕上げたいとき 





■ごはんらの 

ごはん-ピラフ 

しっとり仕上げたい 
とさは水をふる。 

■汁らの （ 1人分） 
みぞ十-すまし汁- 
スープ 


をを 

煮汁を少しかける。 


しゅラまい 
八ンバーグ 
焼きとり 




使 

い 

方 


下記の食品はそれぞれのキーであたためる 


自動調理あたため(常活•冷嵐品】 
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を凍品の 

おたため (を凍品を自動であたためる） 



このちたためびでさまず 
•冷凍ピラフ、冷まコ〇 
ッケ、ちまスパゲッテ 
ィーなど、巿版のレン 
ジ用をま食品 
•ホームフ IJ- ジングし 
たちの（ごはんなど） 


み'知5せ） 

■食品を上手に仕上げ 
るため、バッケージ 
に記載された調理時 
間より長くなること 
があります。 

■ク U - ムコ□ッケの 
よラな中身のやわ 5 
かい物は、中身が出 
てしまラことびあり 
ます。 


I 冷ま品や市販のレンジ用冷ま食品のあたためびできます。 
食品の分量は約100〜如〇居までです。 

' 出力郎〇 W のレンジ加熱です。 

I 手動で加熱する場合の時間のめやす。今42ページ「あたため」 


食品を入れる 

容器に入れて丸皿の中央にのせる。 
^22^99 角皿ははずす。 



2 


あたためを 2回巧す 

加熱がスタート。 


f レ 、ンジ 

らロロ W 

@ 


> 1 < 

20砂後 

f レ.ン .ジ 
/|\ 

ら孤 W 

r 

•— つ 

@ L 

一, 


•仕上がりの調節をしたいとき 

今にページ 

スタート後、20砂政内に 温度-仕 

上げり 因 願め） または间 （強め) 

を選ぶ。 

加熱表示になる。 

残り時間は表示しない。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 
食品を取出す。 

•もっと熱くしたいとき 

レンジ「6加 W 」 で様子を見なびら加熱する。 

使ラ容器は 

■食品の量にあった大きさの、陶磁器、耐熱性の容器を使ラ。 
今15ページ 

■容器の重さで、仕上がり温度が変わる。 

容器が重いとき吟 仕上がり 因（弱め） 

容器が軽いとき吟 仕上がり 因 （強め）で調節ずる。 

■ふたは使わない。 

上手な加熱のコツ 

■ノ（ッケージに並べ方の記載があるときは、その並べ方にする。 
■ピラフなどのご飯類、スパゲティーなどのめん類は、加熱後 
かさ混ぜる。 


使い方 


自動調理あたため(巧な品) 
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スピ-ドト-スト/淵卜-スト 诣パンを自動で焼く) 


焼きアミを使ラ。 



(丸皿ははずす） 



’食品の分量は、食パン！〜2枚です。 

時間はスピード I -ーストが約3〜5分、冷ず I -ーストが 
約4〜目分です。（グ IU レ加熱です。） 

I 手動で加熱する場合の時間のめやす。今42ページ 


1 


丸皿をはずし、焼きアミ 
を庫内の奥にセツトずる 

•が風 M 

角皿、丸皿ははずす。 

焼きアミは庫内の奥まで入れる。 



2食品を焼きアミにのせる 

〇 スピード!スト または 
y 冷凍卜ース トを 巧ず 

] 枚は 1回巧す 2枚は 2回巧ず 


ヴリル 關踞口 C 

g 


グリル 設走^/]で 

つ 

い 


ピが ' 


加熱がスタート。 

表示部は r グ I 」ル」び点滅し、20砂後に残り時間を表示。 

•仕上びりの調節をしたいとき今 12ページ 
スタート後、孤砂(内に 温度-仕上がり 因 願め） または 
因 （強め） を愚ぶ。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

•ちっと焼さたいとさ 
両面グリルで 様子を見なびら加熱する。 

庫内に落ちたパンくずは早めにふき取る。 

上手な I ストのコツ 

■焼き色はノ（ンの種類、厚さなどにより異なる。 

お好みに合わないときは、 温度-仕上げり 间间で調節する。 
■焼きアミへの並べ方 


使い方 


蠢謹スピ—ドト—スト \ A 運卜—スト 


1枚 


焼さア云 


2枚 
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解凍 (巧やさしみを自動で解凍する) 



• 食品の分量は約1日日〜如日旨です。 

• 出力100 W 相当のレンジ加熱です。 

•手動で加熱する場合の時間のめやす。今42ページ 


食品を入れる 

ラップをはずし、 スチロール 
トレーごと丸皿にのせる。 

角皿、ラッス飾りははずす。 



2 


解凍を 巧す 

さしみは 1回巧す 


全解凍は 2回巧す 




齡ま 



\ 

@ 

( 



加熱がスタート。 

表示部は「解凍」び点滅し、20砂後に残り時間を表示。 

•仕上がりの調節をしたいとき今 12ページ 
スタート後、20砂政内に 温度-仕上げり 间 （弱め） または 
因 （強め） を愚ぶ。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

•もっと解ましたいとき 

レンジ r 200 W 」 で様子を見なが5解凍する。 

•が 風 M 

庫内や丸皿が熱いときは、ドアを開けて冷やしてか5使う。 
(紳5分） 


(お知5せ） 

■容器を使ラと、重さが増えるため、加熱時間が長くなり、解 
ましすざになります。容器を使ラときは、ラップをはずし、 
レンジに加 W 」 で様子を見ながら解凍します。今29ぺージ 


使い方 


自動調理 解凍 
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スチ□ールトレーのとさ 

今ラツフをはずして 
スチ□一 J しトレーごと 
丸皿にのせる。 



ラップ包装のままのとき 

今付属の丸皿に直接のせ、 

仕上びり 回願助を使う。 

r ， 

み 

L. A 


みの場合、自動でできません） 
レンジ巧皿 W 」 で様テを見なび6解凍ずる 

♦食器にのせて解凍ずるとき 

吵ラップははずす。 

♦スチ□ールトレーがないとさ 

吟丸皿にラップを広げ、その上に 
食品をのせる。 

♦を凍室か5出してしば5く時間の 
たつたちの、溶けかけているちの 


さしみ： 解凍を 1回巧す 


• 解凍後、そのまま生で食べるときなど 
(包 T で切れる半解ま仕上がり） 





まぐろ•切り身魚 

厚さび均一でない 
とさは、薄い部分 
にアル S ホイルを 
巻く。 



えび 

/令凍時!(_、重ねな 
いで平らにする。 


1 ル 

頭、尾などの細い 
部分にアル S ホイ 
ルを巻く。 


全解凍： 解凍を 2回巧す 
* 解凍後、加熱調理するときなど 
(ほぐせる全解凍仕上がり） 



J 


薄切り肉 

/令凍時 I し、 できる 
だけ重ねないで平 
らにする。 


ひさ肉 

;令凍時 I し淳く平 
らな形に小分けす 


かたまり肉 

側面にアルミホイ 
ルを巻く。 

仕上げり 因 (強め) 

を使ラ。 


使 

い 

方 


•が風 M 

アルミホイルを巻くときは、 

丸皿からはみ出さないよラに巻く。 

庫内の壁に触れると、乂巧の原因。 

上手な解凍のコツ 

■厚みのある物、かたまり肉などは 
側面にアル S ホイルを巻< 

側面だけ早く解凍されるのを防ぐことび 
できる。また、 仕上がり 间 （強め) を使う。 


と0肉 

骨付きのもも肉は、細い部分にアルミホ 
イルを巻く。 自 

動 

調 

理 

■冷ま室から出してすぐに解凍 解 

溶けかけてし、る物、100旨未満の物は、解巧 
ましすざを防ぐため レンジに 00 W 」 で 
様子を見なびら解まする。 


■細い部分、薄い部分にはアル S ホイル 
を巻く 

解凍のしすざを防ぐことびでさる。 

また、薄い物は 仕上がり 因 願め) を使う。 


■ホームフ U —ジングは 

•新鮮な物を選ぶ。 

•飾りや敷さ物は取除く。 

• 1回分（約200旨）ずつに分けて、約 
3巳 m じ(内に厚さをそろえる。 

•空気を抜き、ラップなどで密封する。 
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お湯をわかさず、野菜の下ごしらえが簡単にできます。 

1食品の分量は葉菜が約1日日〜加日邑、根菜が約1日日〜即日 g です。 
' 出力郎〇 W のレンジ加熱です。 

I 手動で加熱する場合の時間のめやす。 今42 ページ 


食品を入れる 

① 食品を洗い、水気を残したまま 
ラップでピッタリ包む。 

③直接、丸皿にのせる。溶器は使わない) 

■沈 MO 角皿ははずす。 



P ゆでち のを 巧ず 

し 葉•巧-果菜は 1回巧す 


根菜は 2回巧す 


レンジ cnn 

OUUw 

I 

麵 < 


レンジ 


關ん 


0 


み'知5せ） 

■加熱中など、ドアの内 
側がくちることびあり 
ます。 

ドアの内側に露びつ志 
巧にたれたときは、巧 
でふいて < ださい。 
■容器を使ラと、重さが 
増えるため加熱時間び 
長くなり、焦げ•発 
煙-発火の原因になり 
ます。 

野菜はラップに包み、 
直接、丸皿にのせてく 
ださい。 


加熱が スタート。 

表示部は「レンジ」び点滅し、撕砂後に残り時間を表示。 

参仕上がりの調節をしたいとさ今にページ 
スタート後、孤砂政内に 温度-仕上がり 间 願め） または因 
(弓至め） に合わせる。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

参加熱がたりないとさ 

レンジ 「 MOW 」 で様子を見なびら加熱する。 

(再度、 ゆでち ので 加熱しない。 、 

I さつまいもなどは加熱しすざとなり、焦げ•発煙 • 発乂の原因 j 

•が風 M 

■丸皿が熱いときは、冷やしてから使ラ。 

■少量り00旨未満）や、すでに加熱されたものは、 ゆで ものを 
使わない。 レンジ「郎 0 W 」 で様子を見ながら加熱する。 
■さつまいもは、含まれる水分が少なく、焦げ•発煙•発火し 
やすい食品なので、細くルさいもの （ lOOg 未満）や保存など 
により乾燥しているものは、 レンジ 「 MOW 」 で加熱時間を短 
めにして、様子を見なび5加熱する。 


ゆでちの (生の野おを自動でゆでる) 


使い方 


自動調理ゆでちの 
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なってラップに包み、丸皿に直接のせます。（容器は使わない） 


票.巧.果菜 
(ゆでち のを 1回 押す） 
ブロッコリー.カリフラワー 


根菜•义の通りにくい物 
(ゆでら のを 2回 押す） 

じやびいち*さごまいち 




ル房に分けて太い部分に 
切り込みを入れる。 

なず 


加熱後、約日分庫内でむ 
日す。 

かぼちゃ 




加熱後、水にさらしてアク 
を抜く。 

ほうれんき•キャベツ•白まなど 


大きさをそろえて平らに 
し、ラップに包む。 

とラをろこし 




茎と葉を交互に重ねてラッ 
プに包む。アク呀至し順は、 
加熱後、水にさらしてアク 
を抜く。 

グ y — ンアスパラガス 


皮をむいてラップに包む。 
(はじける音びするとさび 
友る j 


容器を使うとを- 
細か<切ったちの- 
少量のとを 
今 レンジ rsoow 」 で 

様子を見なびら加熱する 

dMM) 

薄く切ったもの、ルさく切った 
ちの（にんじん、 S ックスべジタ 
ブルなど）のか量加熱は、义巧 
び出ることびあります。 

耐熱容器に入れ、ひたひたの水 
を加えたり、様子を見なが5 レン 
ジ ROOWJ で加熱してくださし、。 


例） 


玉ねぎのみじん切 D 


A 


中]コの孤旨）=約4分 
ふたをしないで加熱する。 

にんじんのスライス 



中]本り日日旨）=約8〜1日分 
ひたひたの水を入れ、ふ 
たをして加熱する。 



根元の固い部分の皮をむ 
<。穂先と根元を交互に 
重ねて、ラップに包む。 
加熱後、水にさらして色 
止めをする。 


上手な加熱のコツ 

■洗ったあとの水気を残したまま加熱する。 

■厚さや大ささをそろえて加熱する。 

■加熱の途中で、裏返しやかさ混ぜをすると、加熱ムラが少なくなる。 
■ほラれん草やなすなどアクの強い野菜は、加熱前や加熱をに水にさ 
5してアクを抜く。 

こんなメ ニュー のとさにち便利 

• コ□ッケ今じゃびいも"•水っぽくな5ず、コ□ッケの形を整えや 

す<な0ます。 

• マーボーなす今なす…炒めるとさ、油の量を減5せます。 

• かぼちゃの煮物今かぼちゃ’’ •煮込みの時間び短くできます。 


使い方 


自動調理ゆでちの 
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5 ルク • 巧かん (牛乳やお酒を自動であたためる) 



' 食品の分量は！〜4杯までです。 

' 出力郎 0 W のレンジ加熱です。 

I 手動で加熱する場合の時間のめやす。 *42 ページ「あたため」 


2 


食品を入れる 

ミルクはマグカップに、 

酒はとっくりか耐熱性のコップに入れて 
丸皿の中央にのせる。 

CSD 角皿ははずす。 

ミルク-酒かん を巧す 

加熱がスタート。 



\| / 


レンジ 


ら孤 w 


麵 L 


加熱表示を続ける。 

残り時間は表示しない。 


•仕上がりの調節をしたいとさ今にページ 
スタート後、孤砂政内に 温度-仕上げり 因願め）または间 
(強め）を證リ。 

酒かんは、 仕上げり 因願め）にする。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


•もっと熱くしたいとき 

レンジに 00 W 」 で様子を見なびら加熱する。 


上手な加熱のコツ 
■ 1杯分の分量のめやず 

•牛乳=約 200 m L 

•酒かん=約180 mL ( 1 mL = 1 cc ) 

• 容器の7〜8分目をめやすに入れる。 
•容器に巧して少量しか入れないと、 
仕上びり温度び高くなる。 

■分量にあった容器を使ラ 

分量、容器の重さで仕上びり温度び変 
わる。 

•分量びかないとき > 仕上がり 
•容器び重いとき > 因願め） 

•分量び多いとき 仕上がり 

• 容器び軽いとさ 因（強め） 

で調節する。 


■加熱後は 

かさ混ぜる。 

■首のほそいとっくりは 

上1/3をアルミホイルでおおって、 
しっかりと押さえる。 


/アルミホイル 


■丸皿への並べ方 



〇 〇 


/ 〇 \ 

ノ、'夕み 
丸皿^'~ / 

2杯 3杯 



使い方 


自動調理ミルク•酒かん 
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ヴクツとフライ (調理済みのフライを自動であたためる) 



’調理済みのフライ類をコンビ加熱でサクッと仕上げます。 
(冷凍品は あたためを 2回巧します。） 

’食品の分量は、100 呂〜 300 呂 です。 

時間は約5〜7分です。 

I 手動で加熱する場合の時間のめやす今42ページ 


食品を入れる 

丸皿に食品を直接のせる。 
( 丸皿に才ーブンシートを 
I し<ことちでさます。 



角皿、ラップ、包装ははずす。 
アルミホイルは使わない。（义花の原因） 

2 ヴクッと フライを 巧す 


加熱がスタート。 


山 


レンジ 

/|\ 

グリル 




加熱表示し、「レンジ」と r グ I 」ル」 
び交互に点滅。 

約20砂後、残り時間を表示。 


>仕上がりの調節をしたいとき今にページ 
スタート後、 20 砂政内に 温度-仕上びり 因願め）または 
0 (強め）を愚ぶ。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

•もっと熱くしたいとき 
両面 グリルで 様子を見なび5加熱する。 


上手な加熱のコツ 

■厚みのある物は 仕上がり 间（強め）を使う。 

■薄い物やクリームコロッケのよラな中身のやわらかい物は 
仕上げり 因願め）を使う。 


使い方 


自動調理ヴクツとフラ V 
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オートゾニュ 


’ メニューを合わせてスタートすれば、 
センサーのはたらさで自動ででさます。 


りニュー集にしたがって、 
丸皿または角皿を使う。 


I または 



) 成斌心寫値易を替 


1 


食品を入れる 

食品を丸皿にのせる。 

•が風 M 

丸皿を使ラときは、角皿ははずす。 
角皿を使ラときは、丸皿ははずす。 


P ダイヤルを 回してメニュー番号を 
し 「4.茶わんむし」 にをわせる 


務 


-卜に：!- 
@) 


ちに回すと、メニューま号び 
「1」 一 「目」にかわる。 

左に回すと、「9」 一 「1」にかわる。 


3 


スター トを 巧す 

加熱びスタート。 


-vU 


おく 


0 


が 


加熱表示し、「レンジ」と「才ーブン」 
び交互に点滅。 

約20砂後、残り時間を表示。 

「1.グラタン」では、残り時間を表^ 
示するまで、15分程度かかること 
\びある。 


•仕上びりの調節をしたいとき 今にページ 
スタート後、2日砂政内に 温度-仕上がり 因願め）または间 
(強め)を愚ぶ。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


(お知5せ） 

設定温度の変更はできません。 


使い方 


自動調理才—トメニユ— 
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’メニュー番号とメニュー名は、ドア下側にらあります。 
’下準備はメニュー集を参照してください。 


メニュー 番号 

I グラタン 

マ カ □ニ グラタン 吟54ぺージ 

J ほうれん草とさけのグラタン吟54ぺージ 
I トブン如熱です I チキンドリア "►日日ぺ-ジ 

※電子レンジ用は 1 .グラタンでは 調理できません。 



同-か 如熱です i 


手作りピザ 
手作りピヴの 
バ U 王ーシヨン 
を凍ピヴ 


-►63ぺージ 

-►63ぺージ 
-►63ぺージ 





メニュー 番号 

~ 1 スポンジケーキ 

スポンジケーキ 



今己6ぺージ 


国-ブン加熱です I 


メニュー 番号 

〇 クッキー 



型なさクッキー >朗ページ 

チョコチップクッキー今日9ページ 


国-ブン加熱です I 


メニュー 番号 

日 ヘルシーフライ 吟44ぺージ 

•材料に少量の油をかけてオーブン 
で焼く体にやさしいフライです。 


エビフライ 吟44ぺージ 

さけフライ 吟44ぺージ 

とりのか6揚げ 吟45ページ 

ベジタブルアラカルト吟45ページ 
フライドポテト 吟45ぺージ 



fUi 伽蘭です 


使い方 


自動調理才—トメニユ— 
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才ートメニユー 

巧.温泉たまご J (温泉たまごを自動で作る） 



•a 曲 iiHB 

■ふた、ラップは使わ 
ない。 


• 一度に2〜4個の温泉たまごを作ることができます。 
時間は約42分です。（オーブン加熱です。） 

1卵と水を耐熱容器に入れ、 

I 丸皿にのせる 

(容器のめやす-水の量今下表） 

①耐熱容器に卵を入れ、卵が充分にひたるまで 
水を入れる。 

⑨丸皿にのせる。 

■巧 陆况 1 角皿ははずす。 

〇 ダイヤルを 回してメニュー番号を 
と 「6.温泉たまご」 にをわせる 


ちに回すと、メニュー番号び 
「1 」 一「 目」にかわる。 

左に回すと、「9」 一 「1」にかわる。 



3 


スター トを 巧ず 

加熱び スタート。 


巧 ン 


麵)し 


加熱表示し、約20分後、 
残り時間を表示。 


み'知5せ） 

■ミ豆またまごはセンサー 
で温度を測り、 ヒータ 
-をコント□-ルして 
調理します。そのため 
手動では調理でさませ 
ん。（手動等でのレン 
ジ加熱は、破裂し、や 
けどやけがの原因にな 
るので、絶対に行わな 
し)） 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

卵を取出し、水につける。 

/やけどにミ主意する。 ’ 

I 水につけないと、卵び固まってしまう。, 

容器のめやす-水の量と加熱時間 


卵の数 

M 玉〜 L 玉2〜4個 

容器 

直径約21 cm 、 深さ約8 cm の大ささの耐熱容器 

水の量 

約11日日 mL 

加熱時間 

約42分 


I を場など、水温がおいときは、 仕上がり 因 （強め）を選んで 
<ださい。 


使い方 


自動調理才—トメニユ—「6.温泉たまご」 
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スピードレンジ/レンジ (時間を合わせてあたためる) 



み'知5せ） 

■加熱中など、ドアの内側 
が<ちることがあります。 
ドアの内側に露がつを、 
床にたれたときは、巧で 
ふいて < ださい。 

上手なあたためのコツ 

吟17 ページ 
■加熱時間は、食品の量が2 
倍になると2倍弱になる。 
■加熱時間を短めにし、途中 
ででさばえを見て調節した 
り、かを混ぜたり裏返ず。 
■煮こみのとさ 
•ふきこぼれを防ぐため、必 
ず深めの耐熱容器を使う。 
♦ふたがないとさはラップ 
をかける。 

•落としぶたは、耐熱容器よ 
りちひとまわりルさめの皿 
やオーブンシートでちよい。 


•下ごし5えやお料理、手動でのあたため-煮こみなどに使います。 
•レンジ出力は スピード レンジが 10加 W です。 レンジは 郎 0 W 、 2日日 W が 
選べます。 

• 設定できる時間は、 スピード レンジが 10砂〜日分、 

レンジ r 郎 0 W 」 が1日秒〜20分、 レンジ「20日 W 」 が3日秒〜90分です。 


2 


食品を入れる 

丸皿に食品をのせる。 

•巧閒が" 角皿ははずす。 

スピードレンジ または レンジを 巧す 


「1邮日 W 」 は スピード 「抓日 W 」 は レンジを 


レンジを 巧ず 


1回巧ず 


巧日日 W 」 は レンジを 
2回巧ず 





3 


ダイヤルを 回して時間ををわせる 


レンジ 


@ 


厕 Sw 

100 . 


レンジ 


Buuw 

@ SiiUU B 


レンジ 


柔 

戀， HuIm 


10秒〜30砂は日秒単 
位、30秒〜日分は10 
秒単位で表お。 


10秒〜日分は10秒単 
位、日〜20分は30秒 
単位で表示。 

( 2粉は _ \ 

V 分のみを表示 J 


3日秒〜1日分は3日秒単 
位、1日〜3日分は1分 
単位、3日〜90分は已 
分単位で表示。 

/ 2日分 LU 上は) 

V分のみを表示 cJ 


A スター トを 巧す 

1加熱び スタート。 

_ . I -_ 



残り時間を表示。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 

•が恐 M 

■丸皿が熱いときは、耐熱性のない容器やラップ包装した食品 
などをのせなしんとけたり、変おの原因。 

■少量り00呂未;'茜）のものは レンジ「抓 0 W 」 を使い、様子を見な 
びら加熱する。 


使し方 手動謹スピ I ドレンジ/レンジ 
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両面クリル（雕ををわせてい夕-加熱する) 


り< ニュー集または市販の 1 
料理ブックにしたがって、 
丸皿または角皿を使ラ。 


I または 

李メニユーにより焼さアミ 
V . ち使ラことがある 。_ y 



>グラタンやピザなど表面をこがす料理などに使います。 
>3巳〇での高温で加熱します。 

(温度の変更、予熱はできません。） 

>設定できる時間は1〜30分です。 


1食品を入れる 

I 丸皿または角皿に、食品をのせる。 

丸皿を使ラときは、角皿ははずす。 
角皿を使うときは、丸皿ははずす。 

2 両面 グリルを 巧す 


グリル 


設定で 


S レ \レ 

分 抄 

^- ^ 


3 


ダイヤルを 回して時間を合わせる 


グリル 


設定ぶ口で 

孤 


1〜1日分は3日秒単位、 

1日〜30分は]分単位で表示。 
(20 分(上は分のみを表示。） 


4 スター トを 巧ず 

加熱がスタート。 


グリル 


設定 


挪で 

13,53, 


残り時間を表示。 

角皿を使ったとさは 

■様テを見ながら、途中で手前と奥を 
入れかえるとち一に加熱できます。 
■角皿を入れかえるめやすは、全体の 
調理時間の約7割び経過したら入れ 
か无ます。 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


使い方 


手動調理両面グリル 
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オーブン (活度-時間を合わせて才ーブン加熱/発踏をする) 

(モ熱なし/巧酥） 


り< ニュー集または巿版の1 
料理ブックにしたがって、 
丸皿または角皿を使ラ。 


または 


〇 



( :去知5せ） 

温度と時間どち6か6 
でち合わせることびで 
さます。 

上手な加熱のコツ 

433ページ 


’オーブン料理やノ（ン生地の発酵に使います。 

I 設定できる温度は、発酵は40た、オーブンは100〜2如た、 
時間は1〜目日分です。 


1食品を入れる 

I 丸皿または角皿に、食品をのせる。 

CSSI 丸皿を使うときは、角皿をはずす。 

角皿を使うときは、丸皿をはずす。 

才— ブンを 巧す 卜端崇嗔で 


2 


オーブンのとさ 


Q 溫度-仕上がり 因因 
^を巧して温度を合わせる 


発酵のとき 

そのまま4へ 



発酵4日で •] 日日〜25日で、 
10で単位で表示。 


タイヤ ルを 回して 
時間ををわせる 


トブン話を/7口で 


18110 . 


1〜1日分は3日秒単位、 

1日〜3日分は1分単位、 

3日〜目日分は日分単位で表示。 
(2 日分拟上は分のみを表示。） 


C スター トを 巧す 

诲誠 11[]で 

残り時間を 

^ 加熱がスタート。 

ri CQ 

,お•，•，秒 

ぶ术〇 


•途中で温度を変更したいとき 
(発酵は変更でさない） 

温度-仕上がり 间因で合わせる 


加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 


角皿を使ったとさは 

■様子を見なびら、途中で 
手前と奥を入れかえると 
巧一に加熱でさます。 
■角皿を入れかえるめやす 
は、全体の調理時間の約 
7割び経過したら入れか 
えます。 


使し方 手動調理才—ブン§熱なし/発醉】 
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オーブン (通度-時聞を合わせて才ーブン加熱する) 

(モ熱あり） 


予熱のとさは、角皿、 
丸皿、食品は入れない。 



み'知5せ） 

現在ミ品度は、庫内の 
およその温度です。 
途中でドアを開けたと 
さなど、表示と実際の 
温度び異なる場合びあ 
ります。 


•予熱が必要なメニューのときに使います。 

•設定できる温度は100〜250た、時間は1〜目〇分です。 
•予熱は自動的に行います。予熱時間は約目〜12分です。 


贫熱す而 


才ー ブンを 
2回巧す 

CSD 

丸皿、角皿ははずす。 


す-ブン予熱設定 

,1 




〇 温度-仕上がり 
因因を巧して 
温度を合わせる 


才-ブンテ熱設定 


nu で 


100〜2前。 C 、 

10で単位で表お。 


〇 スター トを 巧ず 

^ 予熱がスタート。 


\レ 

す-ブン予熱設定 


iiir 


加熱表示し、 
2日砂後に現 
在温度を表 

7J\o 


予熱終了 予熱終了音び鳴る 
孤砂ごとにブヴーび鳴り、孤分間は保温している。 


(お知らせ） 

保温び終了すると続けて 
操作できない。 

手順 1 か6やり直す。 


才-ブン予熱設を 
、レ\ 
現在巧 - 

/|、 1 


IW 

喻 


使い方 


手動調理才—ブン(モ熱あり) 
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4食品を入れる 


丸皿または角皿に食品をのせ、庫内にセツトする。 

A ミ主意 

予熱衡ま、庫内力’熱くなっているので、 
やけどに法意する。 


バン設定,' 7 G で 


ザ 


C ダイヤルを 回して 
^時間を合わせる 


トブン；施 ng c 

/口分 L ム抹 

1〜1日分は30秒単位、 

1日〜30分は]分単位、 

3日〜6日分は日分単位で表示。 
(2 日分 liLh は分のみを表示。） 


6 


スター トを 巧す 

加熱がスタート。 


•途中で温度を変更したいとき 
温度-仕上がり 因固で合わせる 

加熱終了 加熱終了音び鳴る 

食品を取出す。 



残り時間を 
表 TJTo 


角皿を使ったとさは 

■様子を見なびら、途中で手前と奥を 
入れかえると均一に加熱でさます。 
■角皿を入れかえるめやすは、全体の 
調理時間の約7割び経過したら入れ 
かえます。 


上手な加熱のコツ 

■ガスオーブンや市販の料理ブックでの作り方の温度や時間に合わせた場合、 
仕上びりがよくないことびあります。 

次回からはお好みの仕上がりになるよラに温度や時間をかえてください。 
■調理中は、ドアの開閉は控えめに。（庫内温度が下がる原因） 

■加熱後は、焦げを防ぐため、すぐに取出す。 

r 予熱あり」のコツ 

庫内温度が下びると、仕上がりが悪<なる。 

•予熱中にドアを開けない。 

•予熱後は、できるだけ早く食品を入れて、加熱する。 


使い方 


手動調理才—ブン(モ熱あり) 
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お手入れ 


お手入れのとをには安全のため、次のことを必ずお守りください。 


f A 警告 1 

電源プラグを巧く 


• めれた手で抜差ししない。 

[感電-けがの原因 

ソフ y を化、 

J 




■こまめにお手入れ 

巧れたままでは巧れび落ちにくくなった 
り、乂花•煙•さび•腐食-ドアのひ 
び-割れの原因。 


A ミ主意 

本体が冷めてか！ 5 行う 

〇 

やけどを防ぐため 

本体ををます 


■本体の周囲も清潔に 


■巧やスポンジとうずめた台所用中性洗剤を 
使い、次の物は使わない 

傷•さび-ドアのひび-割れの原因。 

• みびさお • クレンヴー（丸皿には使える） 

• 民々 I ~7ご ノ . 

スポンジのナイ□ン面など- 




-•アルカリ性や酸性の洗剤 
i •揮発性の溶剤や薬品 

オーフンクリ -ナ—— 打油-ガソリン ' 
> '^1 ’ ベンジン-シンナーなど 

-脱臭 (庫内のにおいが気になるとを）- 

庫内に脱臭抗菌コーティングびしてあり、ヒーターの高温でにおいをやわらげます。 

* 抗菌効果はフィルム密着法により、 ㈱ 日本食品分析センター、 ㈱ 京都微生物研究所で 
確認したをのです。 

庫内に巧れびついていると、落ちにくくなるので、ふさ取つてから行ってください。 



1 

2 


ドアを開け、 

庫内をカラにする 

•が風 M 

丸皿' 角皿ははずす。 

脱臭を 巧す 

脱臭がスタート。 

(約10分） 



加熱表後、 

残り時間を表示。 


終了 終了音び鳴る 


A ミ主意 

加熱中や加熱後は、高温部（庫内 
回転アミなど）に触れない。 
高温のため、やけどの原因。 


本体-天面 


お手入れこんなとをは 3 


本が 


かた < 絞つた柔5かい巧でふ< 

巧れびひどいとさは、 ラずめた台所用中性洗剤を 使ラ。必ず、洗剤をよくふさ取る。 
* 巧れをふさ取った跡び残りますび、ご使用上さしつかえありません。 


庫内 

脱臭巧菌コーティングがしてある。 

• コーティングを長持ちさせる 
ために、固い物でこすらない。 
柔らかし帝でふく。 

•庫内のにおいび気になるとを 
は、 脱臭を 巧す。-►%ページ 


上ヒーター 

金属タワシなどで強く 
こすらなレ。 

強い衝撃を加えない。 
ガラス管魄 ij れの原因。 


外観 


广 


ラッチ 


ちれをつけたまま使わない。 
故障の原因。 


巧れびついたとさはふさとる。 


底面 

回転ア S をはずしてふく。 

回転ア S をはずすとをは、真つすぐ 
上に弓 I き抜く。 

をとに戻すときは、強く巧し込まない。 
故障の原因。 



ドア-操作パネル 

油巧れを残さない。 
ひび-割れの原因。 

ラずめた台所用中性洗 

剤を使ラ。 

吸気 □ - MO ぺージ 

性能を維持するため、 
ほこりびつかないよラ 
に、乾いた巧で定期的 
にふく。 


電波出口（カバー） 


巧れをつけたまま使わない。 

焦げ•义巧の原因。 

金属タワシ、めれた巧などで強くこすらない。 
傷’破れの原因。 

* 巧れびひどく落ちないときは、販売店にご 
相談のラえ、電波出□のカノ(一を交換して 
ください（有料)。 


付属品 


スポンジなどでこまめに洗い、化気をふ< 

ミちれはすぐにふき取る。丸皿の落ちにくいちれは、クレンヴーでこすり落とす。 

特に丸皿は、巧れたままで加熱すると落ちにくくなり、焦げつさ•変色の原因。 

•! 曲过 I け ■金属タワシなどでこす5ない傷-割れ-火花の原因。 

■ち皿は急冷しない変形の原因。 

:令めるまで待つ。 

万一、変形したとさは、図のよラに調理台などを利用し、 

静かに押して変形を直す。 

-重量センサーの0グラム調節- 

•自動調理びうまくいかないときに行ってください。また、定期的（半年に]回程度）に 
行ラことをおすすめします。（重量センサーを正しくはたらかせるための基準合わせです） 

1 ドアを開けて、庫内に回転アミと丸皿をセットする 

が議 角皿ははずす。 



2 


ドアを開けたまま、 脱臭を 日秒間巧す 

目秒後に「ピッー」と鳴り、0グラム調節が完了。 


お手入れこんなとをは 5 

、 -N3 




















































































































お料理がラま < でまないとを 


r 

ミ胞 1 

自動キ ー 、 

才ートメニューび 
ラま<でまない 

•重量センサーの0グラム調節を行ってください。今3日ページ 

) 


卜ースト 

焼けない 
裏面び焼けない 

•丸皿をはずし、焼さア S をセットしていますか。 

•焼きアミは庫内の奥にセットしていますか。 - MS ページ 
(中央や手前にセットすると、焼さ色びつさません） 


ごはん • おかずのあたため 

食品びラまく 
おたたま S なし、 

•食品び金属容器-アルミホイルでおおわれていませんか。 
レンジ加熱では、金属容器は使えません。 

おたため で 
おたためてち、 

熱<な6ない 

•食品の量びかなすざたり、をすざませんか。 

] 册邑 〜 5 册旨 び上手にできる分量です。 

•重量センサーの 0 グラム調節を行ってください。 斗 3 日ページ 
☆をう少し加熱したいとをは、 レンジ reoowj で様子を見なび 
b 加熱してください。 

おたため で 
おたためると、 

熱<なりずぎる 

•食品の量び少なすざたり、をすざませんか。 

]册旨 〜 5 册旨 び上手にできる分量です。 

• 食品の量に対して容器び大をすざたり、重くありませんか。 
•重量センサーの 0 グラム調節を行ってください。 吟 3 日ページ 

ごはんびめるい、 
おつい 

•食品の量にあった食器を使っていますか。 

•仕上がり 因 （弱め） • 因 （強め） を選んでください。 

ごはんびパヴつ< 

• 加熱前に水をかしかけると、しっとり仕上びります。 

, 13 , ホ□口 

(巧なごはんなど）び 
あたたま S なし、 

• あたためを 2 回巧していますか。 

•食品の量にあった食器を使っていますか。 

/容器を使わないとあたたまりません。タ ッ パーなどの軽い容、 

器のとをは、 仕上がり 因 （強め） を選んだり、 レンジ rsoow 」 

\で様テを見なび b 加熱します。 

カレーやシチューび 
熱<な5ない 
熱いところとめるい 
ところびある 

•カレーなどとろみのあるをのは、 仕上がり 因 （強め） を選ぶ 
と熱くなります。また、加熱後はかさミ昆ぜます。 

焼を魚の 

1身び飛び散る 

•ラップをして、様テを見なび b 加熱します。 

J 


お料理びうまくできないとき こんなときよ 
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才ーブン•グリル 

ち皿調理のとを 
焼をムラび気になる 

•食品の様テを見なび5、途中（めやすは調理時間の7割経過 
時点）で、ち皿の手前と奥を入れかえると、±勻一に加熱でさ 
ます。 


ゆでちの 

野巧をゆでると 
でをすぎになる 

•容器を使ってしほせんか。 

► 食品は洗ってラップに包み、直接丸皿にのせてください。 
容器を使ラとさは、 レンジ「6朋\^」 で様テを見ながら加 
熱します。 

をっぽいところと、 
でをすぎのところび 
混在する 

V 

• じやがいをなど 2 個];(上ゆでるときは、大きさをそろえてくだ 
さい。 

•ほうれん草などの葉菜類は葉と茎を交互に重ねてくださし、。 
☆さらに加熱したいとさは、 レンジ「邮 0 W 」 で様テを見なびら加 
熱してください。（再度、 ゆで ものは 使わなしリ J 


のみちののあたため 

牛乳び 

熱<なりすぎる 

• ミルク-酒かん を使っていますか。 

あたためでは、 熱くなりすざます。 

•重い眶めの）カップ(容器）を使うと熱くなる場合びあります。 
►仕上がり 凶（弱め） を選ぶか、軽い篤手の）カップにか 
元て < ださい。 

•カップに対して牛乳を少量しか入れてし化いと沸騰することび 
あります。カップの7 ~ 8分目まで牛乳を入れます。 

それより少ないときは、 仕上がり 因 （弱め） に合わせます。 

お酒のあたため方び 
わか S なし、 

• ミルク-酒かん を使い、 仕上がり 间願め） を選びます。 

上の方と下の方では 
温度び違ラ 

• 加熱後はよくかさミ昆ぜます。 

• 首の細いとっくりは、首の部分をアル S ホイルでおおって加熱 
すると上下の差び少なくなります。 J 


おな 

食品び煮えた 

•ラップをはずして解凍しましたか。 

• 食品の厚みは均一ですか。 

►冷凍時に食品の厚みを3 cmlil 下にそろえてください。 
•食器を使っていませんか。スチ□ールトレーで解凍してくだ 
さい。 

►スチ□ールトレーびないときは、丸皿にラップをしき、その上 
に食品をのせて レンジ rsoow 」 で様テを見なびら力臟します。 

• 冷凍庫から出してすぐ解凍しましたか。 

►時間びたったり溶けかけたをのは、 レンジに邮 W 」 で様 
テを見なび b 解凍してください。 

解な不足 

•食品の量び少なすざたり、をすざませんか。 

]册旨〜8册旨び上手にできる分量です。 

☆さらに解;ましたいときは、 レンジに邮 W 」 で様テを見ながら 
加熱してください。（再度、 解; まは 使わない） J 


お料理がうまくできな5ときご A なとさに 
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故障かな？とおった s 

修理など巧巧される前に取扱説明書をよくお読みの上、巧の点をお調べください。 


こんな場合は巧暗ではありません。 


• 電源プラグをコンセントに差込んで、ドアを開閉しましたか。 

• ドアを閉めてから5分を過ぎていませんか。 

► ドアを開閉して < ださし、。 

(電源プラグを差込んだだけでは、表示は出ません。） 

表示び出ない 

加熱終了後已分すざると、自動的1し電源び切れて表术び消えます 
び故障ではありません。「オートパワーオフ」のため■►2ページ 


• 停電していませんか。 

• 電源プラグび抜けていませんか。 

• 配電盤のヒューズびとんだり、ブレーカーび落ちていませんか。 
(電流容量す足） 

キーを 巧してち 
作動しない 

• ドアは確実に閉まってしほすか。 

• ドアを閉めてか5 5分を過ぎていませんか。 

► ドアを開閉し、をう一度キーを巧してくださし、。 

「才ートパワーオスのため今2ページ 

食品び加熱されない 

• レンジ加熱のとき、食品び金属容器-アルミホイルなどで 
おおわれていませんか。 

•あたため、自動キー、スター トを 巧し忘れていませんか。 

•表示部に「デモ」び表示されていませんか。店頭展示用（デモ） 
モードになっています。 

►電源プラグを抜いて、数秒後に再度差込んでくださし、。「デ 
モ」び消え、デモモードび解除されます。 

义巧び出る 

•金-銀模様の容器、針金など金属を使った容器を使用して 
いませんか。 

• 庫内の壁に乃しミホイル、金串など金属び触れていませんか。 

• 食品の量びさわめてかなくありませんか。今23ページ 


•電波出 □、 庫内底面に巧れ（食品カスなど）びついていま 
せんか。吟3日ページ 


•カラ焼さをしましたか。呼13ページ 

巧び出たり、 

いやなにおいびする 

庫内の油を焼き切るため、煙やにおいび出ますび、故障ではありません。 

•庫内やドアの内側に食品カス、油などびついていませんか。 

►庫内のにおしめ'':気になるとさは、巧れをふきとった後で 
脱臭を 行ってください。崎34ページ 

調理の 

でを上びりび悪い 

•角皿を使うときは、丸皿ははずしてください。 

• メニューの材料、分量作りでを確認してくださし、。 

• 加熱中、ひんぱんにドアを開閉しませんでしたか。 

• 他の料理ブックを使ったと志でさ上がりび多少異なることび 
あります。 

• 自動調理びうまくいかないとさは、重量センサーの0グラム調 
節を行ってください。畔3日ページ 

力•皿、回面ア 5 び 
をちに回る 

•回転ち向は一定ではなく、左ちどちらにを回ります。 

丸皿び回 5 ない 

• 丸皿び白いため、回っていないよラに見えていませんか。 

► 食品を丸皿の端1このせて あたためで 確認してください。 


故障かな？とおつた6こん， ょと き ホ 


こんな場合は巧暗ではありません。 

表示部に r デモ J び 
表示されている 

• 店頭展示用（デモ）モードになっています。（キーを巧してを加 
熱されません） 

►電源プラグを抜いて、数秒後に再度差込んでください。「デ 
モ」び消え、デモモードび解除されます。 

尉邸びくもる 

ドアびくもり、ホ;1び落ちる 

• 冬場やメニューにより、ドアの内側や表示部びくもることびあります。 

► ドアの内側に露びつさ、床にたれたとさは、巧でみいてください。 


•加熱中にカチカチする音は、加熱をコント□-ル(制御）してい 
る音です。 

加熱中、加熱をに 
音びする 

•レンジ加熱中の「フーン」「ジィージィー」等の音は、レンジ 
の動作音で故障ではありません。 

•熱による膨張、収縮でポコッ、キシキシという音び出ることび 
あります。 

才-ブン • グリ關理のとま 
上ヒ-夕-びホ> くな5ない 

• 手前側のヒーターは消費電力び低しすこめ、ホくなりません。 

"スタート"の 
ランプび点滅ずる 

• 加熱の途中でドアを開けると点滅します。 

►続けて加熱するとさは スター トを 巧してください。 

加熱しなし化き はとり けし- 切を 巧してくださし、。 

加熱お了を、 

ブザーび鳴る 

•出し忘れお巧 b せを設定していませんか。吟14ページ 
食品をすぐに取出さないと、加熱後から]分ごとにブヴーび 
鳴ります。 （10 分間） 

lutl の表示び出る 

V 

• 付属品をまちび无ていませんか。 

► 使う付属品をメニュー集で確認してください。 

►角皿だけの調理のとさは、丸皿ははずしてください。 
►レンジ加熱のときは、丸皿をセットしてくださし、。 

►正しい付属品をセットしてくださし、。 

►脱臭のと きは、丸皿をはずしてください。 

とりけし-切を 巧すと「り U の表示は消えます。 


じ Lb のことをお調べになって、それでち不具合びちるとさは使用を中止し、必ず電源プラグを巧い 
て < ださい。 

故障の状況と表示部の英数字（他、 g し巧7、扣、巧、り、巧/、 p ,|、 巧）をお買上げの販 
売店にご連絡ください。 


ご連描いただをたい内容 

1. 品 名（オーブンレンジ） 4. 故障の状況（できるだけ具体的に) 

2. 形 名 ( R 0- MD 2) 5. ご住所（付近の目印などち） 

3. お買上げ曰（年月 曰） 6. お名前•電話番号•訪問希望曰 

※付属品のお買まめは、お買上げの販売店にご相談ください。 
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手動で加熱ずる場合の時間のめやず 

初期温度などで変化します。 


加熱時間は、電源電圧-室温-庫内温度-分量 
食品の様子を見なが5加熱してください。 


あたため (レンジ rsoow 」 で加熱する) 


メニユ — 


ごはん 
ピラフ 
しゅラまい 
焼さ魚 
みそ汁 
スープ 
焼さそば 
野菜炒め 
牛乳 
酒かん 
野鄭就の 
カレー 


ラ ツフ 
ちり 




ごはん 

カレー 


ラップ 

有り 


、么 

/で 

凍 


焼さおにぎり 
ピラフ 


しゆラまい 
肉まん 

あんがん 


:令凍肉まん 
;令凍あんまん 


分 


] 人分（巧日吕) 

] 皿 （2 如旨） 

巧コ （2 巧旨） 

け刀 （7 日邑） 

] 杯り日日 mL ) 

] 杯朔日 mL ) 

] 皿巧日日旨） 

] 皿 （2 日日旨） 

] 杯朔日 mL ) 

] 杯り抓 mL ) 

] 皿巧日日旨） 

] 皿（孤日旨） 

] 人分 （1 甜吕) 

] 皿 （2 册旨） 

2コ （1 日日旨） 

] 皿（巧日旨） 

1己コ（の己旨） 

] コ（100旨） 

] コ（100旨） 


] コ（100旨） 

1コり00旨） 

1 mL =] 巳巳 


加熱時間のめやず 


約加秒〜1分30秒 

約卜2分30秒 

約卜2分30秒 

約甜秒〜1分 

約1分3日秒〜2分 

約卜2分30秒 

約卜2分30秒 

約卜2分3日秒 

約1分30秒〜2分 

約1〜1分锁少 

約卜3分 

約1分30秒〜2分 
約2分〜2分30秒 

約卜6分 

約1分30秒〜2分 

約4〜4分30秒 

約4〜4分挪少 
約加秒〜1分 

分 


約1御秒〜約1分3峨 
約1〜1分锁少 


解凍 ルンジ 

に 00 W 」 で解凍する） 


分量 

加熱時間のめやす 

1. 

]〇日旨 

約 30 砂〜]分 

さ 

1 . 

200 旨 

約]〜 2 分 

み 

30 日旨 

約 2 〜 3 分 

2. 

]〇日旨 

約]〜 2 分 

全 

角圣 

200 旨 

約 3 〜 4 分 

凍 

300 旨 

約 4 〜日分 


ゆでもの (レンジ r 抓 0 W 」 で加熱する） 

分量 

加熱時間のめやす 

1. 

]〇〇旨 

約]分 3(] 秒〜 2 分 

葉 

200 旨 

約 2 分 3 日秒〜 3 分 

菓 

30 日旨 

約 3 分 3(] 秒〜 4 分 


]〇〇旨 

約 2 分孤砂〜 3 分 

2. 

200邑 

約 3 分孤砂〜 4 分 

根 

菜 

30 日旨 

約日分〜日分 


加 0旨 

約 9 分〜 10 分 


ヴクッとフライ 师面グリルで 加熱ずる） 

分量 

加熱時間のめやす 

常 

ご日 
ノ rrn 

/で 

蔵 

]0日〜30日呂 

約 10〜 に分 


スピ-ドト-スト/を凍卜-スト 麵グリルで 如熱する） 

分量 

加熱時間のめやす 

常 

ご日 

/nn 

] 〜2 枚 

約 3 〜日分 

/で 

凍 

] 〜2 枚 

約 4 〜目分 


手動で加熱ずる場合の時巧のめやずこん W ときま 
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仕様 


外お寸法（単位 mm ) 


電 源 

交流10 OV 己 0 HZ -60 HZ 共用 

電子レンジ 

消費電力 

1400 W 

局周艘出力 

自動：1日日日 W 〜10日 W 相当 

手動： 1000 W • 600 W • 200 W 

党振周波数 

24曰 OMHz 

才—ブ.ン 

消費電力 

1430 W 

温度調節 

40で（発酵） -1 00〜2已0。じ 

グリル 

消費電力 

1430 W 

トーストキー 

消費電力 

1430 W 

「0」表示のとき 

消費電力 

2.4 W 

待機時消費電力 

OW 

寸 法 

がお 

巾畐480 X 奥手53已已 X 高さ31 0 mm 

庫内（有効） 

幅290 X 奥行3… X 高さ1 90 mm 

ターンテーブル 
饼皿）直径 

28 已 mm 

質 量 

12 k 邑 


正面図 

480 



310 


400 


側面図 

3日日 3日日 



250 


才 

I 

ブ 

ン 

レ 

ン 


※付属品については11ページをご覧ください。 

※空焼き防止のため、このオーブンレンジの2已〇むの温度での運転時間は約12分間です。 
その後は自動的に20ぴ巳に切換わります。 

※待機時消費電力とは、電源プラグを差込んでも、表示部び消なしている状態の消費電力です。 
※この商品は曰本国内専用で、外国では使用できません。またアフターサービスちでさません。 


■長年ご使用の 


愛情点檢 


才ーブンレンジ* 
電子レンジの点検を/ 


熱、湿気、ホコリなどの影響や、使用の度合いにより部品 
び装化し、故障したり、時には安を性を損なって事故につな 
びることちありまず。 


口 



• 電源コードやプラグび異常に熱い。 

このよラな 

•コゲくさい臭いがする。 

症状はあ0 

• 製品に触れるとビリビ U と電気を感じる。 

ませんか 

• 自動的に切れないと走びある。 


•その他の異常-故障びある。 




故障や事故防止のため 

ご使用 

電源プラグを抜いてか 

中止 

6、おず販売店にご相 


談ください。 



お買上げ日 


年 

月 

曰 

馆利メモ 

販売店名 



巧 （ 

) 




A 兰菱電機株式会社 

兰菱電機ホーム機器株式会社 

干 369-1 295埼玉県大里郡花園巧小前田1 728-1 


MITSUBISHI 

R0-MD2 


ZT 94 己 Z 已 02 H 01® 









































































